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研究の背景と目標

• コロナ禍で，テレワークや外出の自粛及びマイカーへのシフト
が進み，鉄道事業自体の経営がかなり厳しい状況に陥っている．

• しかし，高齢者の免許返納も進み，Withコロナ時代の鉄道活用
戦略構築も重要である．第一筆者の研究室では永らく鉄道車輛
の新たな活用方策をベースに地域の活性化戦略を研究している．

• 本発表ではその代表格である「走るスーパー・買い物列車」の
研究，「市場列車・マルシェトレイン」の研究を紹介し，飛騨
エリアでの地域活性化に貢献する考え方として提案をまとめる．
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鉄道やバスの車輛や車庫はそのままでよいのか？

お金を生み出せば地域交通の維持に貢献できるのでは？

我々の研究室の問い
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マルシェ列車の研究
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マルシェ列車の研究(降りて廻るきっかけに)
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総括

・今回ご紹介した「買い物列車」と「市場列車」は，観光需要と
生活需要が混在する点で，東伊豆と共通する飛騨でも援用が可能．

・具体的にどのような車輛展開が可能なのか，筆者の研究室でも
デザインスタディを継続していく予定．実現性を高めていきたい．

・コミュニティの形成，まちのにぎわい創出という観点ではバス
営業所の活用も一手．バス事業の収入の強化にもつながる可能性．
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